 評価規準表　２年「１章  式の計算」　◎十分満足と判断できる規準　　○　おおむね満足と判断できる規準
	節
	項
	項の目標
	観　　点　　別　　学　　習　　状　　況　　の　　評　　価　　規　　準

	
	
	
	数学への関心・意欲・態度
	数学的な見方や考え方
	数学的な表現・処理
	数量・図形についての知識・理解

	１

式の計算
	１ 式の加法，減法
	　世界一周道路の課題を考えることなどを通して，文字式の計算の有用性を感じ，文字式に関するいろいろな用語の意味を理解し，簡単な多項式での加法，減法の意味を理解し，その計算に習熟する。
	◎世界一周道路の課題を考えることなどを通して，式の計算の有用性を感じ，同類項をまとめる計算や，多項式の加法，減法の計算に進んで取り組もうとする。
○同類項をまとめる計算や，簡単な多項式の加法，減法の計算に取り組もうとする。
	◎簡単な多項式の加法，減法は，1年で学習した計算と同じようにすればよいと考えることができ，計算法則などをもとにして，計算の方法を導くことができる。
○簡単な多項式の加法，減法は，1年で学習した計算と同じようにすればよいと考えることができる。
	◎多項式の加法，減法の計算ができ，文字が2つある式の値を求めることができる。
○簡単な多項式の加法，減法の計算ができ，文字が2つある式の値を求めることができる。
	◎単項式，多項式，同類項など用語の意味や多項式の加法，減法の計算のしかたを説明することができる。
○単項式，多項式，同類項などの用語の意味や多項式の加法，減法の計算のしかたを理解している。

	
	２　単項式の乗法，除法
	　単項式どうしの乗法，除法について理解し，その計算に習熟する。
	◎単項式どうしの乗法，除法の計算に進んで取り組もうとする。
○単項式どうしの乗法，除法の計算に取り組もうとする。
	◎単項式どうしの乗法，除法を数の計算と比較して考えたり，1年で学習した計算と同じようにすればよいと考えることができる。
○単項式どうしの乗法，除法は，1年で学習した計算と同じようにすればよいと考えることができる。
	◎単項式どうしの乗法，除法の計算が手際よくできる。
○単項式どうしの乗法，除法の計算ができる。
	◎単項式どうしの乗法，除法の計算のしかたを説明することができる。
○単項式どうしの乗法，除法の計算のしかたを理解している。

	２

文字式の利用
	１　文字式の利用
	　文字式を利用して，数量の関係や数の性質を説明したり，目的にあうように等式を変形したりすることができる。
	◎数量の関係や数の性質を明らかにしていこうとし，進んで文字式を使って説明しようとする。
○数量の関係や数の性質を文字式を使って明らかにしていこうとする。
	◎数量の関係や数の性質を予想，類推し，文字を用いた式に表して考察することができる。
○数量の関係や数の性質を文字を用いた式に表して考察することができる。
	◎目的に応じて等式を変形することができ，式の計算を利用して，数量の関係を明らかにしたり，数の性質を簡潔に説明することができる。
○等式を変形することができ，式の計算を利用して，数量の関係を明らかにしたり，数の性質を説明することができる。
	◎数量の関係や数の性質を文字式で表したり，読んだりすることの意義を説明することができる。
○数量の関係や数の性質を文字式で表したり，読んだりすることの意義を理解している。


評価規準表　２年「２章  連立方程式」　◎十分満足と判断できる規準　　○　おおむね満足と判断できる規準
	節
	項
	項の目標
	観　　点　　別　　学　　習　　状　　況　　の　　評　　価　　規　　準

	
	
	
	数学への関心・意欲・態度
	数学的な見方や考え方
	数学的な表現・処理
	数量・図形についての知識・理解

	１

連立方程式
	１　連立方程式とその解
	　合宿の部屋割りの課題などを考えることを通して，2つの文字をふくむ等式から文字の値が求められることを知り，二元一次方程式とその解，連立方程式とその解などの意味が理解できる。
	◎部屋割りの課題で，人数の関係を等式を使って表そうとし，部屋の数を求めることなどに進んで取り組もうとする。
○部屋割りの課題で，人数の関係を等式を使って表そうとし，部屋の数を求めようとする。
	◎具体的な事象から，連立方程式で表すことのできる事象を見いだし，その解の意味を考察することができる。
○部屋割りの課題で，人数と部屋の数の関係から連立方程式を導き，その解の意味を考察することができる。
	◎連立二元一次方程式をつくることができ，値の組を連立方程式に代入して，連立方程式の解であるかどうかを確かめることができる。
○値の組を連立方程式に代入して，連立方程式の解であるかどうかを確かめることができる。
	◎二元一次方程式とその解，連立方程式とその解などの意味を説明することができる。
○二元一次方程式とその解，連立方程式とその解などの意味を理解している。

	
	２　連立方程式の解き方
	　連立方程式の解き方について理解し，加減法や代入法によって，連立方程式を解くことができる。
	◎加減法や代入法によって，連立方程式を進んで解こうとする。
○加減法や代入法によって，連立方程式を解こうとする。
	◎連立方程式を解くには，既習である文字が1つの方程式を導けばよいことに気づき，加減法や代入法の解き方を導くことができる。
○連立方程式を解くには，既習である文字が1つの方程式を導けばよいことに気づく。
	◎加減法や代入法によって，手際よく連立方程式を解くことができる。
○加減法や代入法によって，連立方程式を解くことができる。
	◎消去する，加減法，代入法の意味を説明することができる。
○消去する，加減法，代入法の意味を理解している。

	２

連立方程式の利用
	１　連立方程式の利用
	　連立方程式を利用して，問題を解決することができる。
	◎問題を解決するために，積極的に連立方程式を利用しようとする。

○連立方程式を利用して，問題を解決しようとする。
	◎数量の関係を的確にとらえ，連立方程式を利用して問題を解決し，その過程を振り返って考えることができる。
○連立方程式を利用して問題を解決し，その過程を振り返って考えることができる。
	◎連立方程式を利用して，いろいろな問題を解決することができる。
○連立方程式を利用して，簡単な問題を解決することができる。
	◎方程式を利用して問題を解く手順を十分に理解している。
○連立方程式を利用して問題を解く手順を理解している。


評価規準表　２年「３章  一次関数」　◎十分満足と判断できる規準　　○　おおむね満足と判断できる規準
	節
	項
	項の目標
	観　　点　　別　　学　　習　　状　　況　　の　　評　　価　　規　　準

	
	
	
	数学への関心・意欲・態度
	数学的な見方や考え方
	数学的な表現・処理
	数量・図形についての知識・理解

	１

一次関数とグラフ
	１　一次関数
	　水そうに水を入れるときの時間と水面の高さの関係を調べることなどを通して，関数，一次関数の意味を理解し，身のまわりの事象の中から一次関数を見いだすことができる。
	◎身のまわりの事象の中から，関数や一次関数とみられるものを見つけようとし，表現しようとする。
○水そうに水を入れるときの時間と水面の高さの関係から，一次関数を見つけようとし，表現しようとする。
	◎1年で学習した比例の関係は，一次関数の特別な場合であるとみることができ，身のまわりの事象の中から，変化や対応の関係を考察して一次関数の関係を見いだすことができる。
○1年で学習した比例の関係は，一次関数の特別な場合であるとみることができる。
	◎一次関数の関係を式で的確に表すことができる。
○一次関数の関係を式で表すことができる。
	◎関数，一次関数などの意味を説明することができる。
○関数，一次関数などの意味を理解している。

	
	２　一次関数の値の変化
	　一次関数の値の変化を考察し，変化の割合について理解することができる。
	◎一次関数の値の変化を調べようとし，変化の割合を求めようとする。
○一次関数の変化の割合を求めようとする。
	◎一次関数y＝ax＋bで，どこをとっても変化の割合は一定であることを見いだし，aに等しいことを導くことができる。
○一次関数y＝ax＋bで，変化の割合は一定で，aに等しいことがわかる。
	◎一次関数の変化の割合を手際よく求めることができる。
○一次関数の変化の割合を求めることができる。
	◎一次関数の変化の割合について説明することができる。
○一次関数の変化の割合について理解している。 

	
	３　一次関数のグラフ
	　一次関数のグラフの特徴を理解し，一次関数のグラフをかくことができる。
	◎比例のグラフをもとにして，一次関数をグラフに表そうとし，グラフの特徴を明らかにすることなどに意欲的に取り組もうとする。
○一次関数をグラフに表そうとし，グラフの特徴を明らかにしようとする。
	◎一次関数のグラフの特徴を，比例のグラフをもとに考察し，そのかき方についてまとめることができる。
○一次関数のグラフの特徴を，比例のグラフをもとに考察することができる。
	◎一次関数のグラフを工夫してかくことができる。
○一次関数のグラフをかくことができる。 
	◎一次関数のグラフの傾きと切片の意味やグラフの特徴などを説明することができる。
○一次関数のグラフの傾きと切片の意味やグラフの特徴などを理解している。

	
	４　一次関数の式を求めること
	　一次関数のグラフから，その関数の式を求めることができる。
	◎与えられた条件から，一次関数の式を求めることに進んで取り組もうとする。
○与えられた条件から，一次関数の式を求めようとする。
	◎一次関数のグラフで，傾きや切片，通る点のうち，いくつかがわかるとその関数の式を求めることができることを見いだすことができる。
○一次関数のグラフで，傾きや切片，通る点のうち，いくつかがわかるとその関数の式を求めることができることに気づく。
	◎一次関数の式を，グラフ，傾きと1点，2点から，手際よくそれぞれ求めることができる。
○一次関数の式を，グラフ，傾きと1点，2点から，それぞれ求めることができる。
	◎一次関数の式を，与えられた条件によって効率よく求める方法を十分に理解している。
○一次関数の式を，計算によって求める方法を理解している。

	２

一次関数と方程式
	１　方程式とグラフ
	　二元一次方程式のグラフを理解し，そのグラフをかくことができる。
	◎一次関数のグラフと二元一次方程式のグラフの関係を考察しようとし，二元一次方程式のグラフをかこうとする。
○二元一次方程式のグラフをかこうとする。
	◎二元一次方程式をyについて解くと，一次関数とみることができ，一次関数のグラフにもとづいて，二元一次方程式のグラフを考察することができる。
○二元一次方程式をyについて解くと，一次関数とみることができ，そのグラフについて考察することができる。
	◎二元一次方程式のグラフを手際よくかくことができる。
○二元一次方程式のグラフをかくことができる。
	◎二元一次方程式ax＋by＝cのグラフの意味とそのかき方について十分に理解している。
○二元一次方程式ax＋by＝cのグラフの意味とそのかき方について理解している。

	
	２　連立方程式とグラフ
	　連立方程式の解とグラフの関係を理解し，2直線の交点を求めることができる。
	◎２直線の交点の座標は，その２直線を表す方程式を組にした連立方程式を解いて求められることに関心を持ち，2直線の交点を計算で求めようとする。
○２直線の交点の座標は，その２直線を表す方程式を組にした連立方程式を解いて求められることに関心を持つ。
	◎連立方程式の解は，2直線の交点の座標であることを導くことができる。
○連立方程式の解は，2直線の交点の座標になっているとみることができる。
	◎2直線の交点の座標を，連立方程式を使って手際よく求めることができる。
○2直線の交点の座標を，連立方程式を使って求めることができる。
	◎２直線の交点の座標は，それを組とする連立方程式の解と一致することを説明することができる。
○２直線の交点の座標は，それを組とする連立方程式の解と一致することを理解している。

	３

一次関数の利用
	１　一次関数の利用
	　事象の中から一次関数を見いだし，一次関数を用いて問題を解決することができる。
	◎事象の中には一次関数とみることができるものがあることに気づき，それらの問題を一次関数を使って解決しようとする。
○走った時間と道のり，通話時間と使用料，水を熱した時間と水温の実験など身のまわりの問題を一次関数を使って解決しようとする。
	◎事象を一次関数とみて考察することができ，問題の解決や見通しを持つことができる。
○事象を一次関数とみて考察することで，問題を解決することができる。
	◎事象を，一次関数の表，式，グラフを用いて的確に表現したり，効率よく処理したりすることができる。
○事象を，一次関数の表，式，グラフを用いて表現したり，処理したりすることができる。
	◎一次関数が，事象のどのような場面で用いられているかを十分に理解している。
○一次関数が，事象のどのような場面で用いられているかを理解している。


評価規準表　２年「４章  図形の調べ方」　◎十分満足と判断できる規準　　○　おおむね満足と判断できる規準
	節
	項
	項の目標
	観　　点　　別　　学　　習　　状　　況　　の　　評　　価　　規　　準

	
	
	
	数学への関心・意欲・態度
	数学的な見方や考え方
	数学的な表現・処理
	数量・図形についての知識・理解

	１

平行と合同
	１ 角と平行線
	　観察，操作や実験を通して，対頂角の性質，平行線の性質，平行線になる条件について理解し，それらを活用することができる。
	◎平行であることや三角形の合同を示す方法などを考えたり，｢対頂角は等しい｣など，直観的にわかることがらを，すじ道を立てて説明したりしようとする。
○｢対頂角は等しい｣など，直観的にわかることがらを，すじ道を立てて説明しようとする。
	◎｢対頂角は等しい｣などのことがらを，帰納的な推論や類推を用いて考察することができる。
○｢対頂角は等しい｣などのことがらを，帰納的な推論や類推を用いて予想することができる。
	◎対頂角，同位角，錯角の大きさを求めることができ，2本の直線が平行であることを，角の関係を使って説明することができる。
○対頂角，同位角，錯角の大きさを求めることができる。
	◎対頂角，同位角，錯角の意味を理解し，対頂角の性質，平行線の性質，平行線になる条件を説明することができる。
○対頂角，同位角，錯角の意味と対頂角の性質，平行線の性質，平行線になる条件を理解している。

	
	２ 多角形の角
	　三角形の内角・外角の性質，多角形の内角の和や外角の和について理解し，それらを活用することができる。
	◎三角形の内角・外角の性質，多角形の内角の和，外角の和について論理的に推論を進めようとし，多角形の内角の和，外角の和を求めようとする。
○多角形の内角の和，外角の和を求めようとする。
	◎三角形の内角・外角と多角形の外角の和を演繹的に導くことができ，多角形の内角の和は帰納的に導くことができる。
○三角形の内角・外角と多角形の外角の和を演繹的に考察することができ，多角形の内角の和は帰納的に考察することができる。
	◎三角形の内角や外角を求めたり，多角形の内角の和・外角の和などを工夫して求めたりすることができる。
○三角形の内角や外角，多角形の内角の和・外角の和などを求めることができる。
	◎三角形の内角・外角の性質，多角形の内角・外角について理解し，それらを求める方法を説明することができる。
○三角形の内角・外角の性質，多角形の内角・外角について理解し，それらを求める方法を理解している。

	
	３ 三角形の合同
	　合同な図形の性質，三角形の合同条件について理解し，簡単な場合に三角形の合同条件を利用することができる。
	◎２つの三角形がどんな場合に合同になるかを考え，合同であることを確かめるのに，三角形の合同条件を利用しようとする。
○２つの三角形がどんな場合に合同になるかを考えようとする。
	◎三角形の合同条件を導くことができ，2つの三角形が合同かどうかを合同条件を用いて考察することができる。
○2つの三角形が合同かどうかを，合同条件を用いて考察することができる。
	◎三角形の合同条件を用いて，合同な三角形の組に分けることができる。
○簡単な場合について，三角形の合同条件を用いて合同な三角形の組に分けることができる。
	◎合同な図形の性質や三角形の合同条件を説明することができる。
○合同な図形の性質や三角形の合同条件を理解している。

	２

証明
	１ 証明とそのしくみ
	　証明の意味と仮定から結論を導く証明のしくみについて理解することができる。
	◎いろいろなことがらが成り立つことを，証明しようとしたり，仮定から結論を導く証明のしくみに関心を持つ。
○あることがらが成り立つことを，すじ道を立てて説明しようとし，仮定から結論を導く証明のしくみに関心を持つ。
	◎仮定からすでに正しいことがらを根拠にして，結論を導く証明のすじ道をまとめることができる。
○仮定からすでに正しいことがらを根拠にして，結論を導く証明のすじ道を考えることができる。
	◎あることがらが成り立つことの証明のすじ道を説明することができる。
○三角形の合同条件を用いる簡単な場合について，証明のすじ道を説明することができる。
	◎証明の意味や，仮定，結論，証明のすじ道について十分に理解している。
○証明の意味や，仮定，結論，証明のすじ道について理解している。

	
	2　合同条件と証明の進め方
	　三角形の合同条件を使って，簡単な図形の性質を証明することができる。
	◎論理的に考察を進めようとしたり，三角形の合同条件を使って，証明したりしようとする。
○三角形の合同条件を使って，証明を進めていこうとする。
	◎三角形の合同条件を使って証明する手順を明らかにすることができる。
○三角形の合同条件を使って証明する手順を考えることができる。
	◎三角形の合同条件を用いて証明することができる。
○簡単な場合について，三角形の合同条件を用いて証明することができる。
	◎証明の進め方を十分に理解している。
○証明の進め方を理解している。


評価規準表　２年「５章  図形の性質と証明」　◎十分満足と判断できる規準　　○　おおむね満足と判断できる規準
	節
	項
	項の目標
	観　　点　　別　　学　　習　　状　　況　　の　　評　　価　　規　　準

	
	
	
	数学への関心・意欲・態度
	数学的な見方や考え方
	数学的な表現・処理
	数量・図形についての知識・理解

	１

三角形
	１ 二等辺三角形
	　観察，操作や実験などを通して，図形の性質を見つけ，二等辺三角形の性質を証明することができる。また，逆について理解することができる。
	◎観察，操作などを通して，二等辺三角形の性質を見つけようとし，それを進んで証明しようとする。

○観察，操作などを通して，二等辺三角形の性質を見つけようとする。
	◎図形の性質の調べ方を，二等辺三角形の性質を証明することを通して明らかにしていくことができる。
○図形の性質の調べ方を，二等辺三角形の性質を証明することを通して考察することができる。
	◎二等辺三角形の性質が論理的に正しく証明でき，逆についても正しいかどうかを示すことができる。
○二等辺三角形の性質が証明でき，逆についても正しいかどうかを調べることができる。
	◎定義，頂角，底辺，底角，定理，逆の意味を説明することができる。
○定義，頂角，底辺，底角，定理，逆の意味を理解している。

	
	２ 直角三角形の合同
	　直角三角形の合同条件を導き，それを使って証明することができる。
	◎直角三角形の合同条件を導こうとしたり，直角三角形の合同条件を使って証明したりしようとする。
○直角三角形の合同条件を使って証明しようとする。
	◎三角形の合同条件から直角三角形の合同条件を導くことができる
○三角形の合同条件から直角三角形の合同条件を導くことができると考えられる。
	◎直角三角形の合同条件を使って正しく証明することができる。
○直角三角形の合同条件を使って証明することができる。 
	◎斜辺，直角三角形の合同条件を説明することができる。
○斜辺，直角三角形の合同条件を理解している。

	２

四角形
	１ 平行四辺形の性質
	　平行四辺形の性質を証明し，それを使って平行四辺形の辺の長さや角の大きさを求めたり，図形の性質を証明したりすることができる。
	◎平行四辺形の性質を見つけようとし，進んでそれを証明しようとする。
○平行四辺形の性質を見つけようとしたり，それを証明したりしようとする。
	◎平行四辺形の定義から三角形の合同条件などを使って，平行四辺形の性質を導くことができる。

○平行四辺形の定義から平行四辺形の性質を考察することができる。
	◎平行四辺形の定義や性質を使って，図形の性質を証明したり，手際よく辺の長さや角の大きさを求めたりすることができる。
○平行四辺形の定義や性質を使って，図形の性質を証明したり，辺の長さや角の大きさを求めたりすることができる。
	◎平行四辺形の定義と性質を説明することができる。
○平行四辺形の定義と性質を理解している。

	
	2　平行四辺形になる条件
	　平行四辺形になるための条件を証明し，それを使って図形の性質を証明することができる。
	◎四角形の辺や角などがどのような条件になれば平行四辺形になるか考えようとし，進んでそれを証明しようとする。
○四角形の辺や角などがどのような条件になれば平行四辺形になるか考えようとしたり，それを証明したりしようとする。
	◎平行四辺形になる条件が平行四辺形の性質の逆になっていることを理解し，それが正しいかどうかを考えることができる。
○平行四辺形になる条件が平行四辺形の性質の逆になっていることを理解する。
	◎平行四辺形になる条件を，平行線の性質や三角形の合同条件を使って証明することができ，それらを使って，図形の性質などを明らかにすることができる。
○平行四辺形になる条件を，平行線の性質や三角形の合同条件を使って証明することができる。
	◎平行四辺形になる条件を説明することができる。

○平行四辺形になる条件を理解している。

	
	3　長方形，ひし形，正方形
	　長方形，ひし形，正方形の定義を理解し，平行四辺形との関係を理解する。
	◎長方形，ひし形，正方形は，平行四辺形の性質をもっていることに関心を持ち，それぞれの性質をまとめようとする。
○長方形，ひし形，正方形は，平行四辺形の性質をもっていることに関心を持つ。
	◎長方形，ひし形，正方形が平行四辺形の特別な場合であるとみることができ，それらの包摂関係を考察することができる。
○長方形，ひし形，正方形が，平行四辺形の特別な場合であるとみることができる。
	◎長方形，ひし形，正方形が，平行四辺形であることを平行四辺形になる条件を適切に使って，説明することができる。
○長方形，ひし形，正方形が，平行四辺形であることを説明することができる。
	◎長方形，ひし形，正方形の定義を理解し，それらが平行四辺形の特別な場合であることを十分に理解している。
○長方形，ひし形，正方形の定義を理解し，それらが平行四辺形の特別な場合であることを理解している。

	
	4　平行線と面積
	　平行線と面積の関係を理解し，それを利用することができる。
	◎平行線と面積の関係を見つけようとし，ある図形と面積が等しい図形をかこうとする。
○ある図形と面積が等しい図形をかこうとする。
	◎平行線間の距離の関係から，平行線と面積の関係を導くことができ，ある図形と面積が等しい図形をかこうとするとき，求める点がとれたと仮定して，考察することができる。
○ある図形と面積が等しい図形をかこうとするとき，求める点がとれたと仮定して，考察することができる。
	◎平行線と面積の関係を用いて，手際よく面積が等しい三角形を見つけることができる。
○平行線と面積の関係を用いて，面積が等しい三角形を見つけることができる。
	◎面積を変えずに，図形の形を変える方法を説明することができる。
○面積を変えずに，図形の形を変える方法を理解している。

	３

円
	1　円周角の定理
	　円周角の定理を発見し，それが証明できることを理解し，定理を利用して角度を求めることができる。
	◎発見ディスクなどを観察・操作して，円周角の性質を調べようとし，円周角の定理を進んで証明しようとする。
○発見ディスクなどを観察・操作して，円周角の性質を調べようとする。
	◎観察，操作などを通して円周角の定理を見いだすことができ，円周角の定理を証明することができる。
○観察，操作などを通して円周角の定理を見いだすことができる。
	◎円周角の定理を二等辺三角形の性質を使って証明することができ，定理を使って角度を求めることができる。
○円周角の定理を使って角度を求めることができる。
	◎円周角の定理を説明することができる。
○円周角の定理を理解している。


評価規準表　２年「６章  確率」　◎十分満足と判断できる規準　　○　おおむね満足と判断できる規準
	節
	項
	項の目標
	観　　点　　別　　学　　習　　状　　況　　の　　評　　価　　規　　準

	
	
	
	数学への関心・意欲・態度
	数学的な見方や考え方
	数学的な表現・処理
	数量・図形についての知識・理解

	１

確率の意味
	１ 確率の意味
	　２枚の硬貨投げやペットボトルの実験などを通して，確率の意味を理解することができる。
	◎２枚の硬貨投げで表裏の出方を予想しようとしたり，ものごとの起こりやすさを考えようとしたりする。
○２枚の硬貨投げで表裏の出方を予想しようとする。
	◎実験の結果や多くの資料から傾向を読みとり，確率の意味を導くことができる。
○実験や多くの資料をもとにして，確率の意味を導くことができる。
	◎実験の考察がしやすいように，実験結果を工夫して表やグラフに表すことができる。
○実験の考察がしやすいように，実験結果を表やグラフに表すことができる。
	◎確率の意味を十分に理解している。
○確率の意味を理解している。

	２

場合の数と確率
	１ 数え方のくふう
	　簡単なことがらについて，樹形図や表などを用いて場合の数を求めることができる。
	◎起こり得る場合を順序よく整理するために，樹形図や表などを積極的に用いようとする。
○起こり得る場合を順序よく整理しようとする。
	◎もれや重なりなく数え上げるのに，樹形図や表などを用いるよさに気づき，事象を数理的にとらえ考察することができる。
○もれや重なりなく数え上げるのに，樹形図や表などを用いるよさに気づく。
	◎場合の数を，樹形図や表などを用いて求めることができる。
○簡単なことがらについて，場合の数を，樹形図や表などを用いて求めることができる。
	◎場合の数の意味と樹形図や二次元の表の使い方を説明することができる。
○場合の数の意味と樹形図や二次元の表の使い方を理解している。

	
	2　確率の求め方
	　簡単な場合について確率を求めることができる。
	◎簡単な場合について，樹形図や表を使って場合の数を求めようとし，確率を求めようとする。
○簡単な場合について，確率を求めようとする。
	◎実験をしなくても，同様に確からしいことがいえれば，場合の数の割合として確率が求められるよさに気づき，確率を求める手順を導くことができる。
○実験をしなくても，同様に確からしいことがいえれば，場合の数の割合として確率が求められるよさに気づく。
	◎いろいろなことがらの確率を求めることができる。
○簡単な場合について，確率を求めることができる。
	◎同様に確からしい，確率の求め方，確率の範囲について説明することができる。
○同様に確からしい，確率の求め方，確率の範囲について理解している。


